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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　硝子板に５．５～７．５ｍｇ/ｃｍ２の量でネールエナメル用のハケで塗布し、乾燥し
たものを測色したときにそのＶ値が５以上であるメタリックネールエナメルであって、
（ａ）板状で、
　その厚さ（１）が０．０２～０．１μｍ、
　板の径（２）が２～３０μｍ、
　アスペクト比（（２）/（１））が１００以上であるアルミニウム粉末を０．１～１％
と、
（ｂ）皮膜形成剤を５～２５％と、
（ｃ）溶剤を２５～８５％と、
（ｄ）顔料と、
（ｅ）前記顔料の顔料色とマンセル色相環で±４５°の角度の範囲内である色相を有する
干渉色を有するパール剤と、
を配合することを特徴とするメタリックネールエナメル。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はネールエナメル、特にメタリック光沢を有し且つ美しい色調を有するメタリック
ネールエナメルの改良に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
ネールエナメルにおいて、光沢、色調等の外観の美しさは、ネールエナメルに要求される
機能のうちで最も重要なものの一つである。そして従来ネールエナメルに光沢を付与する
ために、雲母チタン（パール顔料）やアルミニウムフレークが用いられてきた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、光沢を付与するためにこれらを配合したネールエナメルはある程度の光沢を有す
るものの、メタリック光沢を有するネールエナメルを得るという観点からするとこれらを
配合しても充分なものは得られなかった。
本発明は前記従来技術の課題に鑑みなされたものであり、その目的は高いメタリック光沢
を有するネールエナメルを提供することにある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
前記目的を達成するために本発明者らが鋭意検討を行った結果、従来使用されている雲母
チタンやアルミニウムフレークに代表される光沢付与剤ではなく、薄片状アルミニウム粉
体を用いることにより、特定の光学特性を持ち、高いメタリック光沢を有するネールエナ
メルが得られることを見出し、本発明を完成するに至った。
すなわち、本発明にかかるメタリックネールエナメルは、硝子板にネールエナメルを５．
５～７．５ｍｇ/ｃｍ２の量でネールエナメル用のハケで塗布し、乾燥したものを測色し
たときにそのＶ値が５以上であり、金属粉末を含有することを特徴とする。
【０００５】
また、前記ネールエナメルにおいて、金属粉末として、
板状で、
その厚さ（１）が０．０２～０．１μｍ、
板の径（２）が２～３０μｍ、
アスペクト比（（２）/（１））が１００以上であるアルミニウム粉末を０.１～１質量％
配合することが好適である。
また、前記ネールエナメルにおいて、さらに
顔料と、
前記顔料の顔料色とマンセル色相環で±４５°の角度の範囲内である
色相を有する干渉色を有するパール剤と、
を配合することが好適である。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の好適な実施形態について説明する。
本発明のネールエナメルは、特定の光学特性、すなわち硝子板に該ネールエナメルを５．
５～７．５ｍｇ/ｃｍ２の量でネールエナメル用のハケで塗布し、乾燥したものを測色し
たときにそのＶ値が５以上であるという特性を有する。ここでいうＶ値とは、色の三属性
である色相（Ｈ）、明度（Ｖ）、彩度（Ｃ）のうちの明度におけるＪＩＳ規格による数値
のことである。
ここで、ネールエナメルを透明なガラス板に塗布し、且つ透過した光を反射させないため
にサンプルの後方には何も置かずに空気とする測定方法とした。これは、メタリックネー
ルエナメルの金属光沢は表面に入射した光の正反射が大きいこと、及びエナメル塗膜を光
が透過した場合には、仮に背後に白板があって反射した場合光が散乱されるために、トー
タルの反射光が大きくてもメタリック感としては小さいので、測定に当たってはエナメル
塗膜を通過した光を反射させない方法で反射率を測定する事が望ましいと考えたからであ
る。
【０００７】
本発明のネールエナメルにおいて、メタリック光沢を付与するための金属粉末として、特
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定の粒子形状のアルミニウム粉末、すなわち、
板状で、
その厚さ（１）が０．０２～０．１μｍ、
板の径（２）が２～３０μｍ、
アスペクト比（（２）/（１））が１００以上のものを用いることが好適である。
このアルミニウム粉末はたとえば１５μｍ程度のＰＭＭＡのフィルムに真空蒸着、スパッ
タリング等の方法で金属アルミニウムをコーティングした後に、ＰＭＭＡが溶解する溶剤
、例えば酢酸エチル、トルエン等でＰＭＭＡを溶解した後に粉砕し濾過洗浄を行う方法、
或いは高分子フィルムにアルミニウムをコーティングした後にアルミニウム箔を物理的に
剥がし粉砕する方法等により得られる。粉砕は溶剤中での攪拌による湿式粉砕によっても
、或いは乾燥物を乾式粉砕しても良いが湿式粉砕のほうが好ましい。湿式粉砕によって得
られたものを乾燥して粉末としても、スラリーのまま用いても良い。
蒸着するアルミニウムの厚さは０．０２μｍ～０．１μｍが好適である。０．０２μｍ以
下では隠ぺい力が小さくメタリック感が少なくなる。また、０．１μｍを上回ると光沢が
失われてゆくので好ましくない。
粉砕後のアルミニウム粉末の粒子径は２～３０μｍが好適である。粒子径が２μｍを下回
るもの、或いは３０μｍを越えたものは良好なメタリック光沢が得られないので好ましく
ない。
前記板の厚さ（１）と板の径（２）の比であるアスペクト比（（２）/（１））は１００
以上が好ましく、１００を下回るとメタリック光沢が充分ではない。
アルミニウムは０．０６μｍ以上の厚さになると可視光を通しにくくなる。０．０２μｍ
の厚さでも数枚重なれば不透明になり反射率が増えてメタリック感が感じられるようにな
る。アルミニウムを隙間なく積層させられればメタリック感が向上すると考えられるが、
この場合には板状で薄い事が必要と考えられる。
また、前記アルミニウム粉末の配合量としては、０.１～１質量％が好適である。０．１
質量％を下回るか、或いは１質量％を上回るとメタリック光沢が低下するので好ましくな
い。
【０００８】
本発明のネールエナメルにおいて、前記特定の粒子形状のアルミニウム粉末と共に、他の
顔料と、該顔料の顔料色とマンセル色相環で±４５°の角度の範囲内である色相を有する
干渉色を有するパール剤とを配合することが好適である。
ここで、マンセル色相環とは、色の三属性である色相、明度及び彩度のうちの色相につい
て環状に示したもので、一般的に用いられているものを意味する。
このような特定の関係を有する顔料及びパール剤を、前記特定の粒子形状のアルミニウム
粉末と共に用いることにより、メタリックな色調の美しさが付与される。
【０００９】
本発明のネールエナメルには、本発明の効果を損なわない限度において、必要に応じて皮
膜形成剤、溶剤、樹脂、粉末成分、油分、可塑剤、顔料、香料、染料、薬剤、保湿剤、紫
外線吸収剤、つや消し剤、充填剤、界面活性剤、金属石鹸等の一般にネールエナメルに配
合される原料を配合することができる。
【００１０】
皮膜形成剤としては、従来から用いられている公知のニトロセルロース、アルキッド樹脂
、アクリル樹脂等を使用することができる。例えば、ニトロセルロースＲＳ１／２秒、ニ
トロセルロースＬＩＧ１／２秒、ニトロセルロースＨＩＧ１／２秒、ニトロセルロースＳ
Ｓ１／２秒、ニトロセルロースＨＩＧ１秒、ニトロセルロースＨＩＧ２秒、ニトロセルロ
ースＨＩＧ７秒、ニトロセルロースＨＩＧ２０秒、ニトロセルロースＬＩＧ１／４秒、ニ
トロセルロースＨＩＧ１／４秒、ニトロセルロースＬＩＧ１／８秒、ニトロセルロースＨ
ＩＧ１／８秒、ニトロセルロースＨＩＧ１／１６秒、ショ糖安息香酸エステル、トルエン
スルホン酸アミド等が挙げられる。またニトロセルロース及び樹脂類は１種または２種以
上を用いることができる。
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皮膜形成剤の配合量は、ネールエナメル全量に対して５～２５重量％、特に７～２０重量
％が好適である。５重量％未満では乾燥速度の低下、経時でのつや低下等を生じるおそれ
があり、一方、２５重量％を超えると粘度が高くなり、塗布しにくくなるおそれがある。
【００１１】
溶剤は、従来用いられているエステル系、アルコール系、炭化水素系等の公知のものを使
用することができる。例えば、酢酸メチル、酢酸エチル、酢酸ブチル、酢酸アミル、乳酸
エチル、乳酸ブチル、エチルアルコール、イソプロピルアルコール、ブチルアルコール、
酢酸イソブチル、酢酸プロピル、酢酸イソプロピル、プロピルアルコール等が挙げられる
。中でも酢酸ブチル、酢酸エチル、イソプロピルアルコール、ブチルアルコール、エチル
アルコール等が好適に用いられる。　なお、溶剤は１種または２種以上を用いることがで
きる。溶剤の配合量は使用性、色等によっても異なるが、ネールエナメル全量に対し２５
～８５重量％程度配合される。
【００１２】
粉末成分としては、酸化チタン、酸化亜鉛、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、群青、酸化
セリウム、タルク、マイカ、セリサイト、カオリン、ベントナイト、クレー、ケイ酸、無
水ケイ酸、ケイ酸マグネシウム、ステアリン酸亜鉛、含フッ素金雲母、合成タルク、硫酸
バリウム、硫酸マグネシウム、硫酸カルシウム、チッ化ホウ素、オキシ塩化ビスマス、ア
ルミナ、酸化ジルコニウム、酸化マグネシウム、酸化クロム、カラミン、炭酸マグネシウ
ムおよびこれらの複合体等の無機粉体；シリコーン粉末、シリコーン弾性粉末、ポリウレ
タン粉末、セルロース粉末、ナイロン粉末、ＰＭＭＡ粉末、スターチ、ポリエチレン粉末
等及びこれらの複合体等の有機粉体を用いることができ、これらの１種以上を含有せしめ
る。
また、本発明で用いられる粉体は、発明の効果を損なわない範囲で、通常の化粧料顔料に
用いられる処理剤、例えばシリコーン、金属セッケン、レシチン、アミノ酸、コラーゲン
、フッ素化合物等で表面処理したものを用いることもできる。
【００１３】
また、粉末成分として、従来用いられている積層板状粉末、例えばパール剤やラメ剤等の
公知のものを使用することができ、例えば、雲母チタン、ベンガラ被覆雲母、ベンガラ被
覆雲母チタン、カーミン被覆雲母チタン、紺青被覆雲母チタン、酸化チタン被覆合成金雲
母、ベンガラ、酸化チタン被覆合成金雲母、酸化チタン被覆ガラスフレーク、酸化鉄・シ
リカ被覆アルミニウム、酸化鉄・シリカ被覆酸化鉄、ポリメチルメタクリレート／ポリエ
チレンテレフタレート積層末、エポキシ樹脂被覆アルミニウム蒸着ポリエチレンテレフタ
レート、アルミニウム蒸着ポリエチレンテレフタレート、ウレタン樹脂被覆アルミニウム
蒸着ポリエチレンテレフタレート、アクリル樹脂被覆アルミニウム末等が挙げられる。
【００１４】
また、油分としては、流動パラフィン、スクワラン、エステル油、ジグリセライド、トリ
グリセライド、パーフルオロポリエーテル、ワセリン、ラノリン、セレシン、カルナバロ
ウ、固型パラフィン、脂肪酸、多価アルコール、シリコーン樹脂、フッ素樹脂、アクリル
樹脂、ビニルピロリド等が挙げられる。
【００１５】
本発明のネールエナメルは、化粧品業界において一般にマニキュア類、美爪用製品等とし
て用いられている爪被覆剤を広く含むものであり、例えば、ベースコート、ネールエナメ
ル、トップコート（オーバーコート）の他、ネールガード等のネールケア製品等が挙げら
れるが、これら例示に限定されるものではない。
【００１６】
以下、実施例により、本発明をさらに具体的に説明するが、この実施例により、本発明の
技術的範囲が限定されるものではない。また、本実施例における配合量は、特に断わらな
い限り、配合する対象全体に対する配合成分の質量％で表す。なお、以下の実施例におい
て、ニトロセルロースは３０％のイソプロピルアルコールで湿潤させたものを用いている
。
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【実施例】
実施例に先立ち、評価方法について説明する。
メタリック光沢感
２０名の女性パネラーによりネールエナメルの使用テストを行い、そのメタリック光沢感
について評価を行った。評価は以下の評価点に基づいて平均点を求め、４段階で表示を行
った。
＜評価点＞
メタリック光沢が非常にある　　　　　　　　　　　…３点
メタリック光沢がある　　　　　　　　　　　　　　…２点
メタリック光沢感というよりパール光沢感がある　　…１点
メタリック光沢感がない　　　　　　　　　　　　　…０点
＜評価結果の表示＞
２．５点以上、３．０点以下　　…◎
２．０点以上、２．５点未満　　…○
１．０点以上、２．０点未満　　…△
１．０点未満　　　　　　　　　…×
【００１７】
メタリックな色調の美しさ
２０名の女性パネラーによりネールエナメルの使用テストを行い、メタリックな色調の美
しさについて評価を行った。評価は以下の評価点に基づいて平均点を求め、４段階で表示
を行った。
＜評価点＞
メタリックな色調が非常に美しいと評価　　　　　　…３点
メタリックな色調が美しいと評価　　　　　　　　　…２点
メタリックな色調の美しさが普通と評価　　　　　　…１点
メタリックな色調が美しくないと評価　　　　　　　…０点
＜評価結果の表示＞
２．５点以上、３．０点以下　　…◎
２．０点以上、２．５点未満　　…○
１．０点以上、２．０点未満　　…△
１．０点未満　　　　　　　　　…×
【００１８】
光学的測定（反射測色）
厚さ１ｍｍの白硝子製の硝子板にネールエナメルを５．５～７．５ｍｇ/ｃｍ２の量でネ
ールエナメル用のハケを用いて塗布し、その後乾燥したものを試料とした。測色はミノル
タ製の分光反射率測定装置ＣＭ－１０００で行った。なお測定にあたっては、ガラス板の
後方に抜けた光を測定しないように硝子板の後ろには何も置かずに空気と接触し開放する
ようにした。各波長の分光反射率を測定して前記Ｖ値を求めた。
下記表１～３に示した処方で常法により試験例１～１６のネールエナメルを調製し、各試
験例について、上記の評価を行った。
最初に本発明者らは、ネールエナメルに配合する金属粉末の種類とメタリック光沢との関
係について調べた。その結果を表１に示す。
【００１９】
【表１】
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【００２０】
表１より明らかなように、金属粉末として特定の形状を有するアルミニウム粉末を用いた
場合には、メタリック光沢に優れたネールエナメルが得られる。このような特定の形状と
しては、その厚さが０．０２～０．１μｍ、粒子径が２～３０μｍ、アスペクト比が１０
０以上である。
これに対し、光沢付与剤として一般に用いられるパール剤、或いは前記特定の粒子形状を
有さないアルミニウム粉末を用いた場合は充分なメタリック光沢を有するネールエナメル
が得られない。
次に本発明者らは、前記評価において優れたメタリック光沢を示した金属粉末を用いてさ
らにその配合量とメタリック光沢との関係について調べた。その結果を表２に示す。
【００２１】
【表２】
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表２より明らかなように、前記した特定の粒子形状を有するアルミニウム粉末を０．１～
１％配合した場合はメタリック光沢に優れたネールエナメルが得られる。
一方、アルミニウム粉末の配合量が１％を上回るか或いは０．１％を下回る場合にはメタ
リック光沢が不充分であった。
次に本発明者らは、前記評価において優れたメタリック光沢を示した金属粉末と共に、色
調を付与するための顔料系粉体を配合して、該顔料系粉体の種類とネールエナメルのメタ
リックな色調の美しさとの関係について調べた。その結果を表３に示す。
【００２３】
【表３】
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【００２４】
なお、表３において、試験例１２、１３では顔料（群青、ベンガラ）及びマンセル色相環
で該顔料色と±４５°の角度の範囲内である色相を有する干渉色を有するパール剤の組み
合わせを用い、試験例１４、１５では前記条件を満たさない顔料とパール剤の組み合わせ
を用いた。
表３より明らかなように、前記特定の粒子形状を有するアルミニウム粉末に加えて特定の
条件を満たす顔料とパール剤の組み合わせを配合した場合において、充分なメタリック光
沢を有すると共にメタリックな色調が特に美しいネールエナメルが得られる。
これに対し、顔料のみを用いた場合、或いは顔料とパール剤の組み合わせが前記特定の条
件を満たさない場合においては、充分なメタリック光沢を有するもののメタリックな色調
の美しさにおいては前記の場合に比して劣っていた。
【００２５】
【発明の効果】
本発明によれば、ネールエナメルに特定の光学特性を付与する金属粉末を用いることによ
り今までにないメタリック光沢を有する、メーキャップ性やファッション性の点で、非常
に優れたネールエナメルが得られる。
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